後の千金（宇治拾遺物語　巻十五の十一　[第百九十六話]）

  今は昔、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もろこし),唐)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さうじ),荘子)といふ人ありけり。家いみじう貧しくて、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(Ａ),け)ふの食物絶えぬ。隣にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),監)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),侯)といふ人ありけり。それがもとへ、けふ食ふべき料のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あわ),粟)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),乞)ふ。

  河侯がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いは),曰)く、「EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(Ｂ),今)五日ありておはせよ。千両の金を得んとす。それをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たてまつ),奉)らん。いかでかやんごとなき人に、けふ参るばかりの粟をば奉らん。返す返すおのが恥なるべし」といへば、荘子の曰く、「昨日道をまかりしに、跡にEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(こ),呼)ばふ声あり。顧みれば人なし。ただ車の輪跡のくぼみたる所にたまりたる少水に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふな),鮒)一つふためく。何ぞの鮒にかあらんと思ひて、寄りて見れば、少しばかりの水に、いみじう大きなる鮒あり。『何ぞの鮒ぞ』と問へば、鮒の曰く、『我はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はく),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)の使ひに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がうこ),江湖)へ行くなり。それが飛びそこなひて、この溝に落ち入りたるなり。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のど),喉)乾き死なんとす。我を助けよと思ひて、呼びつるなり』といふ。答へて曰く、『我今二三日ありて、江湖といふ所に遊びしに行かんとす。EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(Ｄ),そ)こにもて行きて放さん』といふに、魚の曰く、『更にそれ迄え待つまじ。ただけふEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひとさげ),一提)ばかりの（　Ｅ　）をもて、喉をうるへよ』といひしかば、さてなんEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 10(Ｆ),助)けし。鮒のいひし事、我が身に知りぬ。更にけふの命、物食はずはEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(Ｇ),い)くべからず。後の千のこがね更に益なし」とぞいひける。それより、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\al(\s\up 11(Ｈ),後)の千金といふ事、名誉せり。

（注）
粟…玄米


参るばかりの粟をば奉らん…召し上がるだけの玄米をさしあげることは


ふためく…ばたばたする


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はく),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)の使ひに…河の神の使いとして


一提…小さな容器一杯


うるへよ…うるおせ


名誉せり…有名になった。

問１　傍線A「けふ」を現代かなづかいに改めて、ひらがなで書きなさい。

問２　傍線B「今五日ありて」の意味として最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　今日から五日後に

　イ　今日から五日間、毎日
　ウ　今月五日になったら

　エ　今日から五日間、いつでも

問３　傍線C「呼ばふ」の動作をしたのは誰ですか。最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　監河侯　　　イ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はく),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)　　ウ　荘子　　エ　鮒

問４　傍線D「そこ」はどこを指しますか。最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　くぼみたる所　　イ　江湖　　ウ　隣　　エ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もろこし),唐)
問５　（Ｅ）に入る語として、最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。
　ア　家　　イ　金　　ウ　粟　　エ　水
問６　傍線F「助けし」の動作をしたもは誰か。最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　監河侯　　　イ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はく),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)　　ウ　荘子　　エ　鮒

問７　傍線G「生くべからず」の意味として最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　生きてはいけない。

　イ　生きることができない。

　ウ　行くことができない。

　ウ　行ってはいけない。

問８　傍線H「後の千金」の意味に近い「ことわざ・慣用句」として最も適切なものを次のア～エのうちから一つ選び、その記号を書きなさい。

　ア　後の祭り

　イ　金は天下の回り物
　ウ　転ばぬ先の杖

　エ　宝の持ちEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐさ),腐)れ

問１　きょう
問２　ア
問３　エ
問４　イ
問５　エ
問６　ウ
問７　イ
問８　ア
◇現代語訳
　今となっては昔のことだが、中国に荘子という人がいた。家がひどく貧しくて、その日の食べ物もなくなってしまった。隣にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),監)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),侯)という人が住んでいた。その人のもとへ行って、今日食べるための玄米を請うた。河侯が「もう五日たってからおいで下さい。千両の金が手に入る予定です。それを差し上げましょう。どうしてあなたのように尊い方に今日召し上がるだけの玄米を差し上げられましょう。そんなことをしたら私の恥となるでしょう」と言ったので、荘子が言うには、「昨日、道を通ったら、後ろから私を呼ぶ声がする。振り返って見ると、誰も人がいない。ただ車のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わだち),轍)のくぼんだところにたまったわずかな水の中に、鮒が一匹ばたばたしている。どうしたのかと思って近寄って見ると、すこしばかりの水たまりの中に、とても大きが鮒がいる。『どうしたのか、鮒よ。』と聞くと、鮒が『私は河の神の使いで江湖へ行くのです。それが飛びそこなって、この溝に落ちてしまったのです。のどがかわいて死にそうです。私を助けてほしいと思って、呼んだのです。』と言う。それに答えて『私はあと二、三日すれば江湖に遊びに行くところだ。そこに運んでいって放してやろう。』と言うと、魚が、『とてもそれまでは待てません。ただ今、小さな容器一杯の水で私ののどを潤してください。』と言ったので、そのようにして助けてやった。鮒の言ったことは我が身にも思い知った。今日の命は物を食べなければとてもではないが保つことができない。後になってからの千両の金は何の役にも立ちません」と言った。それから「後の千金」ということが有名になったのである。
